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論文の要旨  











中間的試料(Y981505、Y	 981619、Y	 981725、Y	 981670、Y	 981988)、典型的ロドラナイト
(Y-791491、Y-791493、Y-74357)に加えて、集積岩の可能性があるロドラナイト(NWA	 2235、
NWA	 7312、Y	 983119)の四つのサブタイプに分けることができた。	 
	 Acapulco、Y-74063、Y	 982003、Y	 982004 は、細粒組織、トロライト、斜長石に富むモ
ード組成を持つ。これらは、~980	 ℃の加熱を経験し、数 vol%以下の FeNi-FeS 部分溶融を
経験したが、ケイ酸塩部分溶融は経験していないと考えられる。	 

















	 Y	 983119 は、異常に低 Ca 輝石に富んでおり、比較的多量な斜長石を含む。加えて多数
のメルト包有物が存在することが確認された。これらの特徴は小規模な部分溶融によって
溶け残り岩として形成過程を説明することが難しい。非常に大規模な部分溶融によって発
生したメルトから結晶化したとすると Y	 983119 の特徴を説明することができる。Y	 983119
中のメルト包有物は、主に斜長石、アルカリ長石、ホルンブレンド、オージャイト、ガラ
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スから成る。一部の包有物は黒雲母、ルチル、バデレアイトを含んでいる。ホルンブレン
ド、黒雲母の化学組成から、これらは少量の H2O を含むことが推測された。加えて、ルチ








特殊な条件での変形により発達する AG タイプファブリック、NWA	 7312 のものは比較的高













	 地質温度圧力計により、Y	 983119 は<400	 MPa の圧力で形成されたことが示された。この
圧力をもとにすると、母天体半径は最大 500	 km 程度であった可能性が示唆された。この結
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博士論文審査結果の要旨  
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and	 Yamaguchi,	 Polar	 Science	 2017）に既に発表されている。したがって、審査委員会で
は、提出された論文が学位論文に値するものと、全員一致で判定した。	 
 
